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ロ
ケ
地
決
定
の
経
緯
は

　

ロ
ケ
地
と
し
て
相
談
を
頂
い

た
の
は
、
二
〇
二
一
年
の
十
一

月
頃
で
し
た
。
具
体
的
な
候
補

地
の
依
頼
が
あ
り
、
そ
の
場
所

を
探
す
お
手
伝
い
を
始
め
た
の

は
十
二
月
の
下
旬
で
し
た
。
有

難
か
っ
た
の
は
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
快
く
Ｏ
Ｋ
し
て
く
だ
さ
っ

っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
も
っ

と
良
い
ロ
ケ
場
所
は
無
い
か
と

探
し
回
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

の
情
熱
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

撮
影
は
昨
年
三
月
三
日
か
ら

　

焼
津
で
の
撮
影
は
昨
年
の
三

　

映
画
『
ち
ひ
ろ
さ
ん
』
は
、

二
月
二
十
三
日
か
ら
、
Ｎ
ｅ
ｔ

ｆ
ｌ
ｉ
ｘ
に
て
、
全
世
界
配
信

が
ス
タ
ー
ト
。
同
時
に
全
国
の

劇
場
で
も
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

原
作
は
、
安
田
弘
之
さ
ん
の

漫
画
「
ち
ひ
ろ
さ
ん
」。
主
人
公

の
名
言
が
共
感
の
嵐
を
巻
き
起

そ
こ
知
り

志
太物

語
こ
し
た
奇
跡
の
漫
画
で
す
。

　

焼
津
に
は
、
二
〇
二
一
年
の

十
一
月
に
ロ
ケ
地
の
相
談
が
あ
り
、

焼
津
市
観
光
協
会
で
は
、
ロ
ケ

地
探
し
や
ロ
ケ
場
所
と
の
交
渉

を
支
援
し
、
最
終
的
に
焼
津

市
内
十
数
カ
所
で
ロ
ケ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
焼
津
で
の
撮
影
は
、

昨
年
三
月
三
日
か
ら
四
月
六
日

ま
で
の
間
の
十
五
日
間
に
及
び

ま
し
た
。

約
一
五
〇
人
の
市
民
が
参
加

　

ち
ひ
ろ
役
の
有
村
架
純
さ
ん

は
、
元
風
俗
嬢
で
現
在
は
、
お

弁
当
屋
の
店
員
と
い
う
設
定
。

リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー
さ
ん
は
、

主
演
は
女
優
・
有あ

り
む
ら村
架か

す

み純
さ
ん

約
一
五
〇
人
の
市
民
が
参
加
!

を
辞
め
、
海
辺
の
小
さ
な
街
の

お
弁
当
屋
の
店
員
で
す
。
元
・

風
俗
嬢
で
あ
る
こ
と
を
隠
そ
う

と
せ
ず
、
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
生
き

る
ち
ひ
ろ
は
、
自
分
の
こ
と
を

色
目
で
見
る
若
者
た
ち
や
ホ
ー

ム
レ
ス
の
お
じ
い
さ
ん
、
子
ど
も

や
動
物
ま
で
分
け
隔
て
な
く
接

し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ち
ひ
ろ
に
吸
い
寄

せ
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
集
ま
る

人
々
は
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
に
孤
独

を
抱
え
て
い
ま
す
。
厳
格
な
家

族
や
学
友
と
も
隔
た
り
を
感
じ

る
女
子
高
生
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

の
母
親
の
愛
情
に
飢
え
る
小
学

生
、
過
去
の
父
子
関
係
に
苦
悩

す
る
青
年
。
そ
ん
な
彼
ら
と
ご

飯
を
食
べ
、
言
葉
を
か
け
、
時

に
優
し
く
、
時
に
強
く
、
背
中

を
押
し
て
い
く
の
で
す
。

　

ち
ひ
ろ
自
身
も
、
幼
い
頃
の

家
族
と
の
関
係
か
ら
、
孤
独
を

抱
え
た
ま
ま
生
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
映
画
は
、
心
の
ま
ま
に

生
き
る
ち
ひ
ろ
と
、 

出
会
う

人
々
の
孤
独
と
癒
し
の
小
さ
な

物
語
で
す
。         （
小
嶋
良
之
）

月
三
日
か
ら
四
月
六
日
ま
で
の

間
の
十
五
日
間
。
撮
影
現
場

の
体
験
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
周
辺
の
交

通
整
理
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

過
去
、
焼
津
市
は
寅と

ら

さ
ん
や

ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
な
ど
の

ロ
ケ
地
と
な
り
、
昨
年
は
、
地

元
の
俳
優
さ
ん
に
よ
る
映
画
撮

影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
観
光
協

会
で
は
、「
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム

事
業
」
に
よ
る
地
域
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で

無
事
撮
影
が
出
来
て
ほ
っ
と
し

ま
し
た
。

映
画
に
登
場
す
る
ロ
ケ
地

　

焼
津
港
、
小こ

が
わ
こ
う

川
港
で
の
撮
影

は
も
ち
ろ
ん
、
石
津
の
水
天
宮

や
熊
野
神
社
、
小
川
港
周
辺
の

お
宅
や
お
店
で
の
撮
影
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
焼
津
高
校
の
教
室
と

屋
上
の
シ
ー
ン
が
度
々
登
場
し
、

こ
こ
で
は
焼
津
高
校
と
焼
津
水

産
高
校
の
生
徒
二
十
三
名
が
エ

キ
ス
ト
ラ
参
加
し
ま
し
た
。

　

水
天
宮
で
の
お
祭
り
シ
ー
ン

に
は
、
エ
キ
ス
ト
ラ
百
二
十
名

が
参
加
し
、
焼
津
な
ら
で
は
の

魚
河
岸
シ
ャ
ツ
の
方
も
映
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
多
く
の
市
民
の
方

の
参
加
と
協
力
に
支
え
ら
れ
て

映
画
が
無
事
に
配
信
と
な
り
、

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト

フ
リ
ッ
ク
ス
の
会
員
は
全
世
界

で
二
億
人
と
か
。
こ
の
映
画
で

焼
津
が
世
界
の
Ｙ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
ロ
ケ
地
巡
り
を
す
る
方
へ
】

　

漁
港
内
や
各
施
設
へ
の
無
断

立
入
や
周
辺
道
路
な
ど
で
の
無

断
駐
車
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

元
風
俗
店
の
店
長
、
風
吹
ジ
ュ

ン
さ
ん
は
弁
当
屋
の
主
人
の
妻

と
い
う
設
定
で
す
。
ま
た
、
俳

優
陣
の
他
、
公
募
に
応
募
し
た

一
般
市
民
の
方
、
焼
津
高
校
や

焼
津
水
産
高
校
の
生
徒
さ
ん
た

ち
な
ど
、
約
一
五
〇
人
の
市
民

の
方
が
撮
影
に
参
加
し
ま
し
た
。

｢

ち
ひ
ろ
さ
ん｣

の
ス
ト
ー
リ
ー

　

ち
ひ
ろ
は
、
風
俗
嬢
の
仕
事

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

映
画「
ち
ひ
ろ
さ
ん
」観
て
下
さ
い

有
村
架
純
主
演
映
画
の
焼
津
で
の
ロ
ケ
撮
影
支
援
を
担
当

焼
津
が
ロ
ケ
地
・
映
画「
ち
ひ
ろ
さ
ん
」

▶
Ⓒ2023 Asm

ik Ace, lnc.

　

Ⓒ
安
田
弘
之(

秋
田
書
房)

２
０
１
４

　

配
給　

ア
ス
ミ
ッ
ク
・
エ
ー
ス

▶
ち
ひ
ろ
さ
ん
第
１
巻

　

Ⓒ
安
田
弘
之　

秋
田
書
房

正
定
寺
・
治
平
の
墓

志
太
新
名
物
探
訪

じ

し
ょ
う

じ
ょ
う

じ

へ
い

▲弁当屋に勤めるちひろ

▲小川港近くの家での場面

▲小川港での場面

▲石津水天宮での場面

　

二
月
三
日
か
ら
映
画「
仕

掛
人
・
藤
枝
梅
安
」
が
全

国
上
映
と
な
り
ま
し
た
。

一
月
三
十
日
に
は
、
藤
枝

シ
ネ
・
プ
レ
ー
ゴ
で
試
写

会
が
開
催
さ
れ
、
川
毛
監

督
と
主
演
の
豊
川
悦
司
さ

ん
が
来
藤
し
、
挨
拶
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

藤
枝
の
梅
安
研
究
会
で

は
神
明
神
社
に
「
仕
掛
人
藤
枝

梅
安
出
生
地
」
の
看
板
が
あ
る

だ
け
な
の
で
、
小
説
上
は
正
定

寺
に
父
親
の
治
平
の
墓
が
あ
る

事
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
会
員
の

ご
住
職
・
神か

み
お
こ
う
よ
う

尾
公
洋
さ
ん
と
同

じ
く
会
員
の
佐
野
石
材
・
佐
野

雅ま
さ
き基
さ
ん
に
相
談
し
、
治
平
の

お
墓
を
設
置
し
た
の
で
す
。
一

月
二
十
三
日
に
開か

ん
げ
ん
ほ
う
よ
う

眼
法
要
を
行

い
ま
し
た
。
是
非
一
度
ご
覧
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

高
杉
高
杉  

嘉嘉か

よ

か

よ代代

（
一
社
）焼
津
市
観
光
協
会

7月オープンしてから地元の方220組以上の方にご来苑頂きました！ 
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藤枝ノ演劇祭　メンドクサイを楽しもう

メンドクサイを楽しもうをテーマと
した演劇祭です。また、５つの演劇と
３つのまち歩きが楽しめます。
２０２３年３月４日（土）・５日（日）
事務局　白子ノ劇場（本町２‒７‒５）
電　話　０５４‒６２５‒８８８５

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
は
コ
チ
ラ
で
す
　
⬇

藤
枝
宿
世
代
を
つ
な
ぐ
商
店
街
づ
く
り

実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
演
劇
祭
で
す

志太で志太で「どうした家康」「どうした家康」焼津編焼津編
お ス ス メ！お ス ス メ！ 志 太 で志 太 で   ど う し た 家 康ど う し た 家 康   ス ポ ッ トス ポ ッ ト

2015年に徳川家康公薨
こうきょ

去400年特集で志太と家康の関わりをご紹介しました。
今回は、NHK大河ドラマ「どうする家康」に連動した企画で、焼津編と藤枝編をお届け
したいと思います。この地域に残る家康に関わる言い伝えや、縁の地をご紹介します。

❸ 家 康 公 認！  焼 津 の 八
は っ

丁
ちょう

櫓
ろ

江戸時代、船の櫓は七丁までと幕府によって決められていま
したが、焼津の船だけは八丁櫓が認められていました。それ
は、焼津の船が家康から特別に許可を与えられたことにより
ます。ある時、家康が焼津から久能まで海路を行く時、焼津
の鰹漁船に警護をさせました。家康は、漁船にもっと早く漕
ぐように命じました。この時、櫓は七丁しか無かったので、漁
夫がもっと早くするには櫓を八丁にするしか方法は無いと答え
ました。 これを聞
いた家康は、特別
に八丁櫓を許可し、
以降も焼津の船は
八丁櫓を使 用しま
し た。(焼 津 歴 史
民俗資料館展示模
型)

❶ 旗 掛 石 と徳 川 家 康
焼津市の石

いしわきしも

脇下、東名高速日本坂パーキング近くに、石脇浅
間神社があります。その鳥居脇に注

し め な わ

連縄を張った大きな石が
二つあり、旗

はたかけいし

掛石または鞍
くらかけいし

掛石と呼ばれています。この石の
近くに、家康の三河時代からの家来、原川新三郎の屋敷があ
り、家康が武田との戦いの時にここを本陣として戦いました。
また、家康が鷹狩りのたびに立ち寄り、門前の岩に旗を立て
掛け、馬の鞍を置いたことからこの名が付いたようです。二
つの石は古代より
神 様 が 降りてくる
磐
いわくら

座といわれてい
ます。 この二 本 の
注連縄は毎年、地
元住民が制作して
います。

❷ 徳 川 家 康 が 作った 焼 津 神 社 本 殿  
現在の本殿は慶長8年（1603年）に徳川家康によって建てら
れました。家康は焼津神社に対し社領を寄進し、以後歴代
の将軍からこの社領を保証する朱

しゅいんじょう

印状が発せられていて、徳
川家と神社が深い関わりがあったことがわかります。本殿は
流
ながれづくり

造 の建築様式で全国の神社で最も多い様式です。屋根の
作りは左右を切り落とした切

きりづま

妻の形になっており鰹
かつおぎ

木と呼ば
れる丸太のような装飾や、千

ち

木
ぎ

と呼ばれる角のような装飾が
あります。 鰹 木 は
元々屋根を安定さ
せるための重しで、
時 代とともに装 飾
として扱 わ れるよ
うになりました。

❹ 家康に可愛がられた「みだらけ」さん
焼津市一

いっしき

色の良
ら ち

知家の先祖である惣
そ う え も ん

右衛門は、誠実で無欲な人
物で、皆から慕われ、御

み だ ら け

百姓さんと呼ばれていました。みだらけは、
のんき者という意味もありました。ある時、惣右衛門はドジョウ
を献上しようと家康を訪ねて駿府城まで行ったのですが、ドジョ
ウほとんどが途中で藁

わらづつ

筒から逃
げてしまい、一匹も残っていませ
んでした。それを見た家康は大
笑いし、惣右衛門に小判を渡し
ました。ところが、惣右衛門は
村に帰り、村人たち分けてしまい
ました。この話を聞いた家康は、
惣右衛門にまた、ほうびを与えま
した。(焼津市発行の「やいづの
昔話」に「和田のみだらけさん」
の話があります)

⓬ 鍛
か じ

冶 宗
そ う く ろ う

九 郎 の 墓
焼津市上新田の「かしはる大井川店」の道路を挟んだ向かいの田畑の中に、
一本の松の木があり、その下の木杭立て札看板に「鍛冶宗九郎の墓」と書か
れていて、その隣の小屋の中に、お墓が二つ設置してあります。また、立て札
看板の脇と裏には、その説明書きがなされています。それによると、天正19年
(1591)、徳川家康がこの地で鷹狩りを楽しんだ際、傷んでいた馬の轡

くつわ

を、鍛
治宗九郎に修理をさせました。そして、家康はその褒美として鍛治屋敷内の
一〇〇坪を免

め ん そ ち

租地として与える
ことを約束したのです。その後、
家康の伴をしていた領主の掛川
藩主・山

やまのうちかずとよ

内一豊から、その旨の
文書が下されました。また、慶
応元 年(1865)、14代 将軍家

いえもち

茂
が長州征伐のため上洛する際、
鍛治家の子孫は先祖の例に因
み、轡一

そとそろい

具を献上しました。

⓭ 家康から名を拝領

焼津には、家康を助けたお礼や、
功績を残した褒

ほ う び

美として、名を授
かったという逸話や伝承が数多く
残っています。家康には、全国各地
で、神格化されていく過程で、数々
の伝承が生まれていったのは、事
実です。ここでは、主に焼津市史
や大井川町史に記されている伝承
をご紹介します。現在の駅北付近に
伝わる川

かわもり

守姓は、家康が瀬戸川を
渡るのを助けて拝領したといわれて
います。小

こ が わ し ん ま ち

川新町の釜
かまぶた

蓋姓は、家
康を大釜に隠した後、小刀を与えら
れ、後に姓を与えられます。旧大
井川町に残る話では、静浜村誌に
は武田に敗れ敗走中に、家の屋根
の萱

かや

に隠れて難を逃れたことから、
生
いけがや

萱に因んで、池
いけがや

谷姓を賜ったとあ
ります。相川村誌には、安倍川の
出水の時に濁流に身を投じて防御
に勤めたので、河

かわもり

守姓を賜ったほ
か、槍や甲

かっちゅう

冑を頂いたといいます。

❻ 御
ご ざ あ な

座穴

虚
こ く う ぞ う

空蔵山にある御座穴は神が鎮
ち ん ざ

座
した穴とされています。家康が武
田の軍勢に追われた時、身を隠し
たという逸話が残っています。

❾ 罪
つみきりじぞうそん

切地蔵尊

家康を助けた僧侶が名剣を授けら
れましたが、剣は殺

さっしょう

生の道具にな
るので、石

せっかん

棺に納め地に埋め、お
堂を建てて地蔵菩薩を祀りました。

❼ 当
と う め と り で

目砦跡 

持
もちぶね

舟城(用
もちむね

宗城)の出
で じ ろ

城であったと
思わ れ、 徳 川軍と武 田軍の戦 い
の舞台となりました。家康の重臣、
石川数正の逸話が伝わっています。

❿ 家康が立ち寄り祈願

焼 津の地 域に伝わる家 康 が立ち
寄ったり、祈願したといわれる場所
をご紹介します。駅北の大井神社は、
鷹狩の折りに立ち寄りました。小

こ ひ じ

土
神社は、鷹狩の際に立ち寄り、満
水の大井川を渡るために祈願をしま
した。宗高の浅間神社には、鷹狩
の際に祈願をし、大井八幡神社では、
家康が大井川通行の際に、祈願を
したと伝わっています。

❺ 海
かいぞう

蔵寺

家康が鷹狩の際に立ち寄り、家康
の十男・紀州徳川家初代、頼

よりのぶ

宜か
らも厚い信仰を受けました。徳川
家ゆかりの資料が多く残っています。

❽ 教
きょうねん

念 寺

鷹狩りの際に拝領した茶碗、そし
て、十日間行う念

ね ん ぶ つ え

仏会の十
じゅうやほうよう

夜法要
のために拝領した笙

しょう

、横笛、篳
ひちりき

篥、
太鼓、鉦

しょうこ

鼓などがあります。

⓫ 宗
む な だ か

高 権 現 ／ 徳 川 家 康 公 床
し ょ う ぎ す

机 据 え 跡
初代・池

い け が や せ い え も ん

谷清右衛門は、焼津市宗高の地に勢力をもっていた中世土豪で、天正
年間より徳川家康に仕え、 慶長6年（1601） に宗高村周辺の直領の代官に任じら
れました。家康がこの地域に鷹狩りに来るときは様々な御用を勤めました。慶
長６年と11年に家康は、宗高代官の拝領屋敷に立ち寄り、御膳所で食事をとり
ました。家康死後、清右衛門は、幕府に願い出て将軍秀忠の許可をもらい、 家
康が休憩したときに使った「御座所御道具類」や家康の神像一幅、御紋付き重
箱などを拝領し、 代官屋敷内の
家康が小休止した場所に御

み た ま や

霊屋
を建てて拝領品を納めて祀った
ものが宗高権現です。宗高権現
は「徳川家康公床机据え跡」と
して焼津市史跡に指定されてい
ます。社宝の「東照大権現像」
や茶道具類・重箱の一式は、池
谷家に保管されています。
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月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム 054-635-4651
薮崎新聞店 054-629-2002 
長倉新聞店 054-629-1220
塩川新聞舗 054-629-2055
土井新聞店 054-622-0632
大井川新聞販売 054-662-2211

江﨑新聞店 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社 054-641-0053
いけたに新聞店 054-643-1000
太田新聞店 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの好きな漫画は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは神明でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３７－９０８０
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　3月5日㊐
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

「ちひろさん」の原作者は？

　〇〇〇〇（漢字4文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D不
可）10名」、「焼津笑福の湯ご招待券20名」「図書
カード（500円分）10名」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画・入浴券

図書カード

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒 426-0041　藤枝市高柳 1 丁目 17-23（共立アイコム内）

編 集長 後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Face b o o k

　映画「仕掛人・藤枝梅安」が始まり、1月 30 日には、
河毛俊明監督と主演の豊川悦司さんを招いて試写会
が行われ、10m 位離れた席でお二人を見ていました。
2月11日には、市の郷土博物館での地域史講座で梅
安のことをお話させて頂きました。3月には梅安まち
歩きが開催予定です。（小嶋良之）

花粉症!花粉症!
眠くなりにくい  口が乾かない鼻炎薬

●受験生にもおすすめ　●目のかゆみの漢方もあります。●受験生にもおすすめ　●目のかゆみの漢方もあります。

ホノビエン錠ホノビエン錠
1,430円（税込み）より1,430円（税込み）より

ホームページもごらん下さい。 http://honnmachi.com/
営業時間／AM8:30～PM6:30　定休日／日曜・祝日・第１第３第５木曜日
駐車場／隣に4台分ございます。

ほんまち薬局
藤枝市藤枝5-6-35

千歳商店街
☎054-644-5829

旧国道1号線

旧道

杉本モータース
●●市役所南館

店
苗
種
木
高
●

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店

icom-contact@kpnet.co.jp
 TEL:054-635-4652  FAX:054-635-4576

DX推進活動を展開中！ ⑤
人事業務はＤＸの宝庫
人事部門は、多岐にわたる業務を少人数のスタッフでまわしている会社が多いのではない
でしょうか？共立アイコムでも、①労務・給与業務、②採用活動、③社員教育、④社内外
広報、⑤人事評価、⑥働きやすい環境整備等にあたっています。拠点や職種、社員区分も
異なる社員に、いかに正確に無駄なく効率的に事務
を行うか、日々工夫しています。
現在は、給与明細をwebで配信、社員台帳や社内申
請書類のデジタル化、勤怠管理システムの活用、ま
た昨年から人事評価のオンライン化を始めました。
３年後を目指し、これら人事データの一括管理、
データ活用をしていきます。

お問い合せ

22月号月号 読者の声読者の声よりより
●
藤
枝
梅
安
特
集
、
ア
ツ
い
で
す
ね
。
今
号
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
マ
ッ
プ
を
見
て
聖
地
巡
礼
だ
！
と
な
り
ま
し

た
。
自
分
も
好
き
な
作
品
の
聖
地
巡
礼
を
し
に
何
回
か

他
県
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
ゆ
か
り
の
地
に
行

け
る
の
っ
て
改
め
て
い
い
な
〜
ま
た
行
き
た
い
な
〜
と

想
い
を
馳
せ
ま
し
た
。 

●「
藤
枝
梅
安
」
は
ド
ラ
マ
し
か
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
藤
枝
市
と
縁
が
あ
っ
た
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

出
生
地
看
板
、
見
に
行
き
た
い
で
す
。 

●
架
空
の
人
物
と
思
っ
て
い
た
藤
枝
梅
安
が
身
近
に
感
じ

ま
し
た
。

●
も
う
少
し
暖
か
く
な
っ
た
ら
「
藤
枝
梅
安
と
藤
枝
２
」

を
全
て
訪
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

●
ど
れ
を
選
ぶ
？
素
敵
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。
バ
レ
ン
タ
イ

ン
特
集
。
参
考
に
な
り
ま
す
。
他
人
に
あ
げ
る
よ
り
、

自
分
で
こ
っ
そ
り
食
べ
ま
く
り
ま
す
！

●
今
月
号
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
特
集
い
い
で
す
ね
。
全
部
食

べ
て
み
た
い
で
す
。
で
も
糖
質
が
・
・
・
！
血
糖
値

が
・
・
・
！
若
い
頃
は
そ
ん
な
こ
と
気
に
し
な
く
て
よ

か
っ
た
の
に
・
・
・
昔
に
戻
り
た
い
（
笑
）

●
バ
レ
ン
タ
イ
ン
特
集
を
見
て
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
お
な

か
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
く
な
り
ま
し
た
（
笑
）

●
地
元
の
事
件
簿
を
読
み
、
改
め
て
特
殊
詐
欺
に
は
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。 

●
志
太
新
名
物
探
訪
の
諏
訪
原
城
跡
は
、
以
前
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て

か
ら
は
行
っ
て
な
い
の
で
、
ま
た
行
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

ご
意
見
・
ご
感
想



3月の休日緊急医

7日（日）

小児科
・

5

5日（日）

〈内・小〉大岩内科医院
（高岡一）
�636･0018

〈内〉やまもと内視鏡
クリニック（志太一）

�641･2625

やまもと内視鏡
クリニック（志太一）

�641･2625

〈内・小〉川口内科
（八幡）

�644･3366

12日（日）

〈内〉西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
〈内〉すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610

〈内・小〉菅ヶ谷内科医院
（堀之内）
�641･2903

19日（日）

〈内・小〉横山消化器内科
（焼津市下小杉）

�622･0045
〈内〉なお消化器内科
クリニック（高洲一）

�634･1825

匡ペインクリニック
（駅前一）
�646･7261

〈小〉高洲早川クリニック
（与左衛門）
�636･0021

21日（祝）

〈内・小〉櫻井医院
（焼津市上新田）
�622･0122
〈内〉高橋医院
（下青島）
�647･0370

吉田医院
（焼津市利右衛門）

�622･0108

26日（日）

〈内・小〉大持医院
（藤枝五）
�641･0651

〈内〉ハラダ城南医院
（田中三）

�647･1234

ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

〈内〉ほしのクリニック
（岡部町内谷）
�667･0100

5日（日）

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687

小川眼科医院
（本町二）
�641･0160

原歯科医院
（大洲二）
�636･1900

12日（日）

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

滝本歯科口腔外科
クリニック（五十海四）

�647･6600

19日（日）

むらまつファミリー
クリニック（藤枝五）

�641･5318
〈精・心〉藤枝メンタル
クリニック（瀬戸新屋）

�631･6841
あきやま歯科クリニック
（小石川一）
�641･7020

21日（祝）

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）

�620･6001
〈泌〉はた医院
（田中三）

�645･2077
おおいし歯科医院
（立花二）
�645･2251

26日（日）

藤枝あおば耳鼻咽喉科
（末広一）
�634･1331

はせがわ歯科
（益津下）
�647･2500


